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中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 

自
己
評
価 

総
合
評
価 達成状況と成果 

関
係
者
評
価 

学校関係者の 

意見・要望 

今後の改善方

策 

次年度への課

題

（★学校関係者評価を受けて）  

明
確
な
目
標
を
も
ち
、
目
標

達
成
へ
の
過
程
を
よ
り
重

視
し
た
教
育
活
動
を
展
開

す
る
。 

目標をも
って行動
する生徒
の育成 

生徒一人一人が明確な目標をも
ち，目標達成への見通しがもてる
ように指導し，節目となる場面で
は活動の振り返りを行い，次の活
動にいかす。 

Ａ 

Ａ 

授業や活動において，
前時のふり返りの場面
を設定し，学習課題を
確認させた。家庭学習
の支援としては，授業
進度を示すことで計画
的に取り組めるように
した。 

Ａ 

どの学年の生徒も
とても落ち着いて
いて，意欲的に授業
に取り組んでいる。
先生たちが ICT を
活用して工夫した
授業が行われ楽し
く取り組む様子が
見られた。 

教育活動のふ
り返りを確実
に行うことで，
目標が確実に
達成できたか，
その手だては
適切であった
かを検証し，次
につなげる必
要がある。それ
が生徒の主体
性につながる。 

学校教育
活動への
参画意識
向上 

協働意識や達成感・自己有用感の
感得を目ざすための，個への働き
かけや機会・場の設定を工夫す
る。 

Ａ 

相
手
を
思
い
や
り
，
尊
重
し
，
大

切
に
す
る
心
を
育
て
る
。 

道徳教育
の推進 

他者の考えや意見を尊重すると
ともに，思いやりの心をもって人
と接する心情を育てる。 Ａ 

Ａ 

日常の学校生活や行事
動において，相手を思
やり，協力して物事に
取り組む生徒が増えた
生徒，保護者ともに温
かい人間関係を肯定的
にとらえていることが
アンケートからわかっ
た。 

Ａ 

どの学年の生徒
も先生の話や友
達の意見をよく
聞いている。吉
中生は，いつも
明るい挨拶がで
き，素直な態度
で応対してくれ
て 気 持 ち が よ
い。 

生活サポート
について，ふれ
あいルームの
活用は本校独
自の運用に向
けて，さらに細
かく事例を検
証する必要が
ある。 

自らの思
いを「伝
え合う」
力の育成 

「吉中おはなしタイム」で発表す
る力，聴く力を育てるとともに，
相手を肯定的に受け止める姿勢
を養う。 

Ａ 

生活サポ
の充実 

不登校傾向にある生徒の様子を
すばやくキャッチし早期に対応
する。 

Ａ 

小
中
一
貫
教
育
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
基
づ
い
た
、
仲
間
と

協
働
し
問
題
解
決
を
目
ざ
す

学
習
を
展
開
す
る
。 

学習系統
を踏まえ
た総合的
な学習 

既習事項，身についた学習スキル
を踏まえた学習活動を展開する。 

Ｂ 

Ａ 

課題解決的な授業を展
開できている教科が少
なく，学習に対して受
動的な生徒が多かっ
た。そのため学習の基
礎・基本の定着にも不
十分な生徒が多い。学
習規律の徹底にも，統
一感がなかった。 

Ａ 

知り合いの中学
生は家では全然
勉強をしないと
よ く 言 っ て い
る。保護者の学
校任せもさるこ
とながら，本人
の意欲低下が心
配される。 

「個別最適な
学び」「協働的
な学び」をさら
に熟慮し，授業
に落とし込む
必要性がある。
一方で学習の
基礎理解の定
着も図る必要
がある。 

問題解決
的な単元
構想・授
業展開の
構築 

問題解決的な授業実践を積み上
げ，吉田方スタイルの授業の構築
を目ざす。 

Ａ 

防
災
・
減
災
の
意
識
を

高
め
、
危
険
を
事
前
に

回
避
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
を
養
う
。 

危機管理
意識向上 

学級指導，講演，避難訓練等の機
会を関連づけながら，危機対応の
指導を重ね危機発生時に備える。 Ａ 

Ａ 

地震・津波の避難訓
練をより現実に近い
形を想定して行った
ことで，生徒の自然
災害への対応意識は
高まったことが，ア
ンケートからわかっ
た。  

Ａ 

校区防災訓練に
多くの生徒がボ
ランティアとし
て参加してくれ
て大変感謝して
いる。地域安全
環境美化パレー
ドへの参加もあ
りがたい。 

自然災害への
対応のみなら
ず，教職員のア
ナフィラキシ
ーショック等
の，緊急時への
対応力を進め
ていく必要が
ある。 

感染症・
アレルギ
ーへの対
応力 

正しい知識と対処法を理解し，危
機回避に努めるとともに，緊急時
の対処法を身につけさせる。 Ａ 

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
を
軸
と
し
た
Ｏ

Ｊ
Ｔ
の
推
進
に
よ
る
、
研
修
・
作
業

の
効
率
化
を
は
か
る
。 

OJT の推
進 

ミドルリーダーを中心に，学校・
学年分掌におけるＯＪＴを若手
職員に対し実践する。 

Ａ 

Ａ 

現職研修に主任を置
き，中堅教員が研修
計画を立てている。
教務主任と連携して
今日的な課題に取り
組むことができた。
学期に 1 日の定時退
校日をテスト週間の
金曜日に設定し，教
職員が進んで退校で
きるよう意識改革を
はかった。 

Ｂ 

先生がたが日々
いろいろなこと
に取り組んでく
れているおかげ
で，落ち着いた
生徒が多い印象
をうけた。 
 

教師の授業力
向上に向け，現
職研修をさら
に活性化する
ことが喫緊の
課題である。 
時間外勤務に
ついては，タイ
ムマネジメン
ト力も課題と
していく必要
がある。 

ライフワ
ークバラ
ンスの意
識 

心身の健康保持，家庭と勤務との
両立などの重視をよびかけ，計画
的に各種休暇を取得できるよう
配慮する。 Ａ 

 【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 


